
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】
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１

年頭のごあいさつ

国勢調査速報

人権啓発作品表彰式、人権講演会開催

役場各課などからのお知らせ　　ほか

－おじいちゃんみたいに上手にできたかな－
しめ縄作り・もちつき大会

　　世代間の交流と伝統文化の継承を目的とし

て昨年 12 月 19 日、香住文化会館で毎年恒例

の「しめ縄作り・もちつき大会（香住地区公民

館主催）」が行われ、子どもたち 55人が参加。

　香住地区老人会の皆さんに教わりながら輪か

ざり作りに挑戦しました。

　さて、上手にわらがなえたかな？
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
平
成
23
年
の
輝
か
し
い

初
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
迎
え
に
な
ら

れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
喜
び
と
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
誕
生
し
た
本
町
で
す
が
、
昨

年
、
合
併
５
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
は
町
民
の
皆
様
や
ご
来
賓
に
ご

出
席
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
発
展

を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

10
月
に
ギ
リ
シ
ャ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
会
で
、
本
町
を
含
め
関
係
団
体

な
ど
で
進
め
て
い
る
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
」
が
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
加
盟
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
加
盟
を

契
機
に
、
香
美
町
の
豊
か
な
自
然
や
地
形
、

地
質
遺
産
の
保
護
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
ジ

オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
、
交
通
網
の
整
備
で
す
が
、
地
元
の

皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
人
の
悲
願
で
あ
り
ま

し
た
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
新
余
部
橋
り
ょ
う
が

８
月
12
日
に
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
、
冬
季
を
中
心
に
強
風
が
吹
く
と
列

車
が
遅
延
、
運
休
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
橋

は
ア
ク
リ
ル
性
の
防
風
壁
を
備
え
、
安
全
性
、

定
時
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
高
規
格
道
路
「
鳥
取
豊
岡
宮

津
自
動
車
道
」
の
「
余
部
道
路
」
が
12
月
12

日
に
開
通
し
、
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
道
路
は
、
連
続
し
た
カ
ー
ブ
や
道

幅
の
狭
い
区
間
が
多
く
、
積
雪
時
に
は
交
通

の
難
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
道
路

の
完
成
で
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
県
道
香
住
村
岡
線
で
は
大

乗
寺
バ
イ
パ
ス
、
境
バ
イ
パ
ス
と
も
早
期
完

成
を
目
指
し
て
橋
脚
の
工
事
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
、
生
活
の

利
便
性
や
救
急
搬
送
時
間
の
短
縮
も
向
上
す

る
ほ
か
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
も
期
待
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
救
急
救
命
率
の
向
上
を
目
指

し
昨
年
か
ら
運
用
が
始
ま
っ
た
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
や
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
と
も
に
、
町
を
越
え

た
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
、

日
本
海
地
域
の
連
携
が
さ
ら
に
深
ま
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
財
政
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
健
全
化
の
指
標
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
「
実

質
公
債
費
比
率
（
自
治
体
の
財
政
規
模
に
対

す
る
借
入
金
返
済
額
な
ど
の
割
合
）」
が
基
準

の
25
％
を
超
え
早
期
健
全
化
団
体
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
健
全
化
の
取
り
組

み
を
進
め
た
結
果
、
平
成
21
年
度
決
算
で
は

基
準
数
値
を
下
回
り
、
早
期
健
全
化
団
体
か

ら
脱
却
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

創
造
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
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な
お
、
平
成
18
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
第
１
次
の
行
財
政

改
革
大
綱
が
本
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
、
香
美
町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
か

ら
答
申
を
い
た
だ
き
「
第
２
次
香
美
町
行
財

政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
大

綱
に
基
づ
き
、
来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
は
財
政
の
健
全
化
を
確
実
な
も
の
に

す
る
取
り
組
み
は
継
続
し
な
が
ら
も
、
創
造

と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

次
の
点
を
重
要
な
課
題
と
し
て
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
観
光
を
中
心
と
し
た
産
業
の

振
興
と
地
域
の
活
性
化
」
で
す
。

　

昨
年
策
定
し
た
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
ソ
フ
ト
事
業
を
進
め
、
山
・
川
・
海
の
特

色
あ
る
多
種
多
様
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、

観
光
を
中
心
に
産
業
の
振
興
を
推
進
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
町
内
ジ
オ

ス
ポ
ッ
ト
の
環
境
整
備
を
図
り
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
内
特
産
品

の
販
売
拡
大
に
向
け
て
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
売
り
込
み
の

強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
高
齢
化
や
子
育
て
支
援
へ
の

対
応
」
で
す
。

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
の

日
常
生
活
の
支
援
に
向
け
、
食
料
品
や
日
用

品
の
調
達
支
援
と
商
店
の
商
業
活
動
支
援
を

併
せ
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
へ
の
通
院
な
ど
の
手
段

と
な
る
交
通
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
町
内
の
公
共
交
通
体
系
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、
今
後
、
幼
稚
園
と
保

育
園
の
連
携
が
さ
ら
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
小
代
区
で
開
園
す
る
「
認
定

こ
ど
も
園
」
を
幼
・
保
連
携
の
モ
デ
ル
と
な

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
基
本
設
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
香
住
小
学

校
改
築
事
業
で
は
、
今
後
、
実
施
設
計
を
行
い
、

夏
頃
か
ら
工
事
に
着
手
、
平
成
24
年
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
少
子
化
が
進
行

す
る
現
在
に
お
い
て
今
後
の
学
校
教
育
の
あ

り
方
な
ど
を
ど
う
す
べ
き
か
、
町
教
育
委
員

会
に
調
査
を
依
頼
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

三
つ
目
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

で
す
。

　

町
民
の
皆
様
と
行
政
が
、
地
域
社
会
の
課

題
に
つ
い
て
互
い
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
考

え
な
が
ら
取
り
組
み
を
行
う
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
３
区

で
異
な
っ
て
い
る
地
区
公
民
館
の
組
織
体
制

の
統
一
化
を
図
る
た
め
、
村
岡
区
で
そ
の
整

備
に
着
手
し
ま
す
。

年頭あいさつ

香
美
町
長

　

ま
た
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
小
規
模
集
落
で

は
地
域
の
皆
様
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

地
域
の
抱
え
る
課
題
や
そ
の
解
決
方
法
を
整

理
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

経
済
の
低
迷
、
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
を

取
り
巻
く
情
勢
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
は
町
民
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
町
民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
多
く
の
ご
提
言
を
し
っ
か
り
と
受
け
と

め
、
町
民
の
皆
様
が
住
み
よ
い
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
な
お
一
層
の
努
力

を
重
ね
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支

援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
町
民

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
を
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

区分
平成22年 10 月 1日現在 平成 17年対比
世帯数 人口 世帯数 人口

香
美
町

村
岡
区

村
岡
地
区

鹿田 19 73 4 15
相田 13 40 △ 1 △ 2
神坂 19 80 1 △ 5
萩山 32 99 △ 4 △ 9
板仕野 37 110 △ 1 △ 2
大糠 24 75 △ 3 △ 7
光陽 39 133 3 11
高井 34 96 △ 1 △ 6
寺河内 40 119 3 △ 6
耀山 29 87 △ 1 △ 12
市原 37 100 △ 3 △ 20

兎
塚
地
区

570 1,707 △ 21 △ 205
福岡 129 345 △ 2 △ 39
八井谷 22 88 △ 3 △ 3
大野 23 66 △ 2 △ 3
口大谷 47 142 0 △ 2
中大谷 32 103 △ 2 △ 21
大笹 54 175 3 △ 22
高坂 21 50 △ 1 △ 11
池ヶ平 9 27 △ 2 △ 6
和池 37 117 △ 3 △ 9
森脇 12 37 △ 1 △ 6
黒田 44 134 △ 3 △ 18
宿 56 193 △ 1 △ 19
日影 72 205 △ 4 △ 37
作山 12 25 0 △ 9

射
添
地
区

594 1,672 △ 30 △ 251
入江 50 126 13 14
和佐父 14 45 △ 1 2
和田 35 97 △ 2 △ 11
長板 54 156 2 △ 21
熊波 35 94 △ 5 △ 18
柤岡 74 185 △ 8 △ 48
丸味 16 43 △ 5 △ 13

区分
平成22年 10 月 1日現在 平成 17年対比
世帯数 人口 世帯数 人口

香
美
町

村
岡
区

射
添
地
区

川会 46 159 △ 15 △ 28
高津 57 164 △ 7 △ 33
長須 24 69 △ 1 △ 4
味取 69 199 1 △ 36
原 22 60 △ 1 △ 13
長瀬 30 108 0 △ 8
山田 49 125 0 △ 19
小城 10 19 0 △ 3
境 9 23 △ 1 △ 12

小
代
区

762 2,194 △ 43 △ 189
神場 22 45 △ 1 △ 17
広井 22 64 △ 2 △ 7
水間 36 127 △ 2 △ 4
野間谷 17 46 2 2
実山 25 59 △ 2 △ 4
平野 20 64 △ 1 △ 4
茅野 46 110 △ 4 △ 21
新屋 56 146 0 △ 13
秋岡 81 256 △ 3 △ 2
東垣 14 27 △ 1 △ 10
佐坊 29 74 △ 1 1
鍛治屋 19 55 1 △ 4
貫田 42 144 △ 3 △ 3
忠宮 30 79 △ 2 △ 17
久須部 9 21 △ 1 △ 2
大谷 130 384 △ 12 △ 23
城山 47 124 △ 4 △ 23
神水 61 251 △ 2 △ 11
石寺 42 91 △ 2 △ 17
猪之谷 8 20 0 △ 1
熱田 6 7 △ 3 △ 9

速速
報報

国
勢
調
査

　

昨
年
10
月
１
日
、
５
年
に
一
度

の
「
国
勢
調
査
」
が
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
速
報
集

計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
香
美
町
の
人

口
は
１
９
６
９
７
人
、
世
帯
数
は

６
４
４
７
世
帯
で
前
回
（
平
成
17

年
実
施
）
の
調
査
時
か
ら
１
７
４

２
人
、
１
７
７
世
帯
減
少
し
て
い

ま
す
（
下
表
）。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
に
あ
た
り
、

16
人
の
指
導
員
と
１
４
６
人
の
調

査
員
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
内
の
人
口
総
数
を
地
区
別
に

み
る
と
、
香
住
区
で
は
前
回
に

比
べ
て
９
６
７
人
（
７
・
５
％
）、

61
世
帯
（
１
・
６
％
）
減
、
村
岡

区
で
は
５
８
６
人
（
９
・
６
％
）、

73
世
帯
（
３
・
７
％
）
減
、
小
代

区
で
は
１
８
９
人
（
７
・
９
％
）、

43
世
帯
（
５
・
３
％
）
減
と
な
っ

て
ま
す
。

　

行
政
区
別
で
は
、
１
２
０
地
区

の
う
ち
、
人
口
が
増
加
し
て
い
る

行
政
区
は
12
区
、
変
動
が
な
い
行

政
区
は
３
区
、
減
少
し
て
い
る
行

政
区
が
１
０
５
区
と
な
っ
て
い
ま

す
。

香
美
町
の
人
口
は
、
１
９
６
９
７
人

５
年
間
で
１
７
４
２
人
減

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

区分
平成22年 10 月 1日現在 平成 17年対比
世帯数 人口 世帯数 人口

香
美
町

6,447 19,697 △ 177 △1,742
香
住
区

3,791 11,972 △ 61 △ 967
香
住
地
区

2,257 6,946 △ 54 △ 562
境 134 381 △ 13 △ 58
一日市 303 1,003 △ 6 △ 70
若松 261 808 △ 24 △ 90
香住 556 1,680 △ 20 △ 123
西香住 121 344 △ 8 △ 41
七日市 123 317 10 △ 18
駅前 278 851 8 △ 20
森 198 659 △ 12 △ 68
間室 40 120 1 △ 6
油良 26 84 0 0
矢田 28 103 1 △ 14
下浜 189 596 9 △ 54

奥
佐
津
地
区

247 846 △ 10 △ 97
九斗 13 36 △ 1 △ 8
米地 11 33 △ 1 △ 4
丹生地 30 100 △ 1 △ 18
西下岡 16 44 △ 3 △ 24
下岡 52 186 5 1
上岡 29 112 △ 1 △ 8
隼人 38 135 △ 2 △ 7
畑 32 123 △ 2 △ 11
大梶 8 35 0 △ 4
三川 8 22 0 4
土生 9 19 △ 3 △ 17
本見塚 1 1 △ 1 △ 1

佐
津
地
区

305 956 9 △ 79
相谷 30 111 0 △ 19
奥安木 23 65 △ 1 △ 8
浜安木 27 81 1 △ 5
訓谷 120 370 10 △ 19
無南垣 105 329 △ 1 △ 28

区分
平成22年 10 月 1日現在 平成 17年対比
世帯数 人口 世帯数 人口

香
美
町

香
住
区

柴
山
地
区

448 1,434 5 △ 122
浦上 48 157 △ 5 △ 15
上計 264 843 8 △ 78
沖浦 136 434 2 △ 29

長
井
地
区

298 984 10 △ 19
守柄 52 179 10 19
加鹿野 41 132 1 2
三谷 31 89 △ 4 △ 27
大谷 46 170 7 21
大野 30 99 △ 2 △ 7
小原 48 150 △ 2 △ 10
中野 18 54 0 △ 8
藤 6 25 0 △ 2
八原 26 86 0 △ 7

余
部
地
区

236 806 △ 21 △ 88
市午 36 130 △ 9 △ 17
梶原 17 65 △ 1 △ 2
浜 60 191 △ 5 △ 28
西 48 169 △ 4 △ 8
御崎 17 71 △ 1 0
鎧 58 180 △ 1 △ 33

村
岡
区

1,894 5,531 △ 73 △ 586
村
岡
地
区

730 2,152 △ 22 △ 130
東上 54 156 0 △ 21
東中 26 74 0 △ 5
本町 31 81 △ 3 △ 16
野々上 36 93 △ 1 △ 14
殿町 35 81 △ 3 △ 11
水上 19 94 △ 1 38
川上 34 98 △ 3 △ 9
中西 27 101 △ 1 0
新町 54 137 0 △ 20
西本町 76 181 △ 5 △ 18
用野 15 44 △ 2 △ 11

※  

今
後
発
表
さ
れ
る
総
務
省
統
計
局
の
公
表

結
果
、
官
報
で
公
示
さ
れ
る
人
口
と
は
若

干
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

31,096

16,507 15,568 15,604 15,520 15,332 14,942 14,502 13,998 12,939 11,972

10,29310,293
8,9878,987 8,4298,429 7,9307,930 7,6277,627 7,3227,322 7,0707,070 6,6336,633

6,1176,117 5,5315,531

4,2964,296
3,7663,766 3,5383,538 3,2443,244 3,0053,005 2,8722,872 2,7262,726 2,6402,640

2,3832,383
2,1942,194

28,321 27,571 26,694 25,964 25,136 24,298 23,271
21,439

19,697

国勢調査でみる町内人口推移
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

人
権
啓
発
作
品
表
彰
式
・
人
権
講
演
会
を
開
催

で築こう「人権の世紀」
～ 考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心 ～みんな

　

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
に

基
本
的
人
権
の
確
保
の
た
め
採
択

さ
れ
た
「
世
界
人
権
宣
言
」。
こ

れ
を
記
念
し
て
翌
年
12
月
か
ら
始

ま
っ
た
人
権
週
間
も
今
回
で
62
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

香
美
町
に
お
い
て
も
人
権
尊
重

の
啓
発
活
動
を
重
点
的
に
行
う
た

め
、
昨
年
12
月
５
日
、
香
住
区
中

央
公
民
館
で
人
権
啓
発
作
品
表
彰

式
と
人
権
講
演
会
が
行
わ
れ
、
人

権
問
題
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
よ

う
と
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

人
権
啓
発
作
品
表
彰
式
で
は
、
昨
年
７

月
か
ら
10
月
に
か
け
て
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
、

標
語
、
作
文
に
つ
い
て
、
各
部
門
の
入
選
作

品
の
代
表
者
に
長
瀬
町
長
が
表
彰
状
を
授
与

し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
第
30
回
全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
兵
庫
県
大
会
但
馬
地

区
予
選
入
賞
者
の
表
彰
状
の
伝
達
も
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
「
人
権
啓
発
作
品

集
」
に
ま
と
め
、
3
月
に
全
世
帯
や
関
係
機

関
な
ど
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

▲長瀬町長から表彰状を授与される受賞者

人
権
啓
発
作
品
入
選
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
標
語
の
部
】

清
水 

二
葉
（
奥
佐
津
小
学
校
６
年
）

宮
下 
采あ

や

な奈
（
佐
津
小
学
校
６
年
）

小
林 

優ゆ

づ

き月
（
柴
山
小
学
校
２
年
）

河
原 

美
優
（
香
住
小
学
校
２
年
）

守
本 

日ひ

な南
（
長
井
小
学
校
４
年
）

平
山 

弥み

な

み南
（
余
部
小
学
校
２
年
）

輪
違 

幸
己
（
村
岡
小
学
校
２
年
）

上
田 

結
衣
（
兎
塚
小
学
校
５
年
）

田
中 

桜さ

わ

こ

和
子
（
射
添
小
学
校
３
年
）

水
間 

美
花
（
小
代
小
学
校
３
年
）

中
村 

有あ

り

さ沙
（
香
住
第
一
中
学
校
３
年
）

亀
村 

茉ま

い

こ

衣
子
（
香
住
第
二
中
学
校
３
年
）

上
田 

美
里
（
村
岡
中
学
校
３
年
）

今
井 

希あ

か

ね音
（
小
代
中
学
校
２
年
）

清
水 

直
道
（
奥
佐
津
小
学
校
４
年
）

森
澄 

優
己
（
佐
津
小
学
校
４
年
）

小
林 

悠
斗
（
柴
山
小
学
校
６
年
）

鎌
田 

夏な

つ

み海
（
香
住
小
学
校
４
年
）

宮
本 

拓
実
（
柴
山
小
学
校
５
年
）

中
村 

美み

つ

き月
（
香
住
小
学
校
６
年
）

今
井 

詩し

い

な菜
（
小
代
小
学
校
６
年
）

堀
名 

真
祐
（
香
住
第
一
中
学
校
２
年
）

北
村 

晴
香
（
香
住
第
二
中
学
校
３
年
）

今
後 

大
輝
（
村
岡
中
学
校
３
年
）

渡
部 

ち
は
や
（
小
代
中
学
校
１
年
）

八
木 

里
佳
（
香
住
第
二
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

藤
井 

優
樹
（
長
井
小
学
校
２
年
）

中
村 

成ま

さ

し志
（
余
部
小
学
校
５
年
）

村
瀬 

晶
子
（
村
岡
小
学
校
６
年
）

西
口 

早
梨
菜
（
兎
塚
小
学
校
６
年
）

仕
名
野 

弘
太
（
射
添
小
学
校
２
年
）

林
本 

岳が
く

（
小
代
小
学
校
１
年
）

谷
岡 

瑞
希
（
香
住
第
一
中
学
校
２
年
）

津
田 

侑
香
里
（
香
住
第
二
中
学
校
３
年
）

長
岡 

竜
平
（
村
岡
中
学
校
３
年
）

毛
戸 

有
美
佳
（
小
代
中
学
校
３
年
）

小
林 

美
鶴
（
柴
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

松
井 

豊
茂
（
柴
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

濱
上 

栄
作
（
香
住
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

小
谷 

弥
生
（
長
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

八
木 

里
佳
（
香
住
第
二
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

【
作
文
の
部
】

◇ 

第
30
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

兵
庫
県
大
会
但
馬
地
区
予
選
】

・
優
秀
賞

　

木
谷 
真
緒
（
村
岡
中
学
校
２
年
）

・
銀
賞

　

日
下
部 
祐ゆ

き季
（
香
住
第
一
中
学
校
３
年
）

・
銅
賞

　

亀
村 

茉ま

い

こ

衣
子
（
香
住
第
二
中
学
校
３
年
）

　

中
村 

友
香
（
小
代
中
学
校
１
年
）

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

気
づ
き
か
ら
支
援
へ

〜 

ボ
ク
、
発
達
障
が
い
と
生
き
て
ま
す 

〜

南な

ぐ

も雲 

明
彦
氏

　

南
雲
氏
は
ア
ッ
ト

マ
ー
ク
明め

い

ほ

う蓬
館
高
校
の

共
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
。
発
達
障
害
の
一

種
「
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
」
を
持
つ
南
雲
氏
は
、

同
じ
障
害
で
苦
し
む
人
の
た
め
に
、
講
演
な

ど
を
通
し
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
と
は
、
文
字
が
揺
ら
い

だ
り
、
か
す
ん
で
見
え
た
り
す
る
も
の
で
、

本
人
が
一
生
懸
命
に
朗
読
を
行
っ
て
も
、
行

を
間
違
え
た
り
、
漢
字
を
飛
ば
し
て
読
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
周
囲
か
ら
は
「
怠
け

て
い
る
」
と
誤
解
を
受
け
る
こ
と
も
。

　

南
雲
氏
も
、
幼
少
時
か
ら
「
ふ
ざ
け
る
な
、

ま
じ
め
に
や
れ
」
と
心
な
い
言
葉
を
浴
び
せ

ら
れ
た
そ
う
で
す
。
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て

い
な
い
こ
の
障
害
に
苦
悩
し
た
あ
げ
く
、
高

校
時
代
に
は
漢
字
の
部
首
を
逆
に
書
い
た
り
、

文
字
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
か
っ
た
り
す
る
自
分

の
ノ
ー
ト
を
す
べ
て
燃
や
し
た
こ
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

早
期
発
見
、
早
期
対
応
が
大
切
と
い
わ
れ

る
発
達
障
害
。
南
雲
氏
は
「
読
み
書
き
が
で

き
な
い
こ
と
を
誰
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
ず

思
い
悩
ん
で
い
る
子
ど
も
が
い
る
。
こ
の
こ

と
を
周
囲
の
人
を
含
め
、
社
会
全
体
で
き
ち

ん
と
理
解
す
る
こ
と
が
、
障
害
に
苦
し
む
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
な
に
よ
り
も
大
切
な
こ

と
で
あ
る
」
と
会
場
に
訴
え
ま
し
た
。

人権講演会

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

民生委員・児童委員の紹介
新たに就任された

●問い合わせ先　役場福祉課、各地域局健康福祉課

　香美町では厚生労働大臣から委嘱を受けた 57人の民生

委員・児童委員と、児童福祉に関する事項を専門的に担当

する 6人の主任児童委員が、地域福祉の向上のために活

動しています。

　昨年 12 月 16 日、今回就任された民生委員・児童委員

の皆さん ( 任期は、平成 22 年 12 月 1 日から平成 25 年

11 月 30 日までの 3年間 ) に委嘱状の伝達を行いました。

　委員の皆さんは下表のとおりです。

　民生委員・児童委員は、高齢者の見守りや、

住民からの生活上の相談を受けたり、福祉サー

ビスの情報を住民に提供するなど、地域福祉向

上のための活動を行なっています。

　また、主任児童委員は、子どもの健やかな成

長を願って、子育てに関する悩み活動や見守り

活動など、子育て支援活動を行なっています。

▲今回就任された民生委員・児童委員の皆さん

民生委員・児童委員と担当区域
（敬称略）

※ 市外局番はすべて「0796」

＜香住区＞
氏名 電話番号 担当区域

吉岡 輝夫 36・0620 境

磯田 泰枝 36・2314 一日市（橋より西側）

濱本 正
ま さ え

栄 36・4430 一日市（橋より東側）

森 千佳子 36・0041 若松（上側）

森 忍 36・0044 若松（下側）

小林 智之 36・0795 香住（香住文化会館から上側）

森脇 規
の り こ

子 36・1452 香住 ( 香住文化会館から下側）

西本 邦子 36・1767 西香住

椋橋 資
も と こ

子 36・1478 七日市

中村 清子 36・2435 駅前

原山 光代 36・3256 森

井村 久美子 36・0646 油良・間室

濱上 章
あ き こ

子 36・1662 矢田・下浜

大田 智惠子 38・0158 九斗・米地・丹生地

亀村 捨
す て お

夫 38・0931 西下岡・下岡・土生・本見塚

木下 一雄 38・0528 上岡・隼人

青山 美
よ し の

野 38・0632 畑・大梶・三川

西村 正行 38・0968 相谷・奥安木・浜安木

田中 實
じ つ お

雄 38・0235 訓谷

田中 美津子 38・0407 無南垣

藤原 隆子 36・3964 浦上

小林 美穂子 37・0726 上計

大村 みゆき 37・0917 沖浦

坂口 充
み ち こ

子 36・2762 守柄・加鹿野

松井 容子 36・2216 三谷・大谷・大野

原 千里 36・3034 小原・中野・藤・八原

川本 ゆきえ 34・0263 市午・梶原・御崎

山﨑 つるみ 34・0113 西・浜

岡野 政雄 34・0137 鎧

高橋 清之 36・3057 主任児童委員 ( 香住区担当）

倉橋 信子 36・0680 主任児童委員 ( 香住区担当）

＜小代区＞
氏　 名 電 話 担当区域

岡田 肇 97・2830 神場・広井・水間・猪之谷

朝倉 徳代 97・3400 野間谷・実山・熱田

中村 修 97・3047 平野・茅野

古岡 安
や す お

生 97・2823 新屋

中庭 正江 97・2652 秋岡

水間 富
ふ じ お

司雄 97・2306 東垣・佐坊・鍛治屋

田村 英子 97・2088 貫田・忠宮

福田 省二 97・3137 大谷

黒野 悦子 97・2065 久須部・城山

木村 なかゑ 97・2877 神水・石寺

田野 慶子 97・2217 主任児童委員（小代区担当）

朝倉 清美 97・2786 主任児童委員（小代区担当）

＜村岡区＞
氏名 電話番号 担当区域

森本 敦子 94・0567 東上・東中・本町

中島 廣子 94・0427 野々上・殿町・水上

田中 重喜 94・0140 川上・中西・新町

南垣 久美子 94・0677 西本町・用野・鹿田

穴田 皓
こういち

一 94・0690 相田・神坂・萩山・板仕野

渡邊 勝 98・1925 大糠・光陽・寺河内

山本 多
た も ん

門 94・0522 高井・耀山・市原

井上 康子 96・0017 福岡

藤田 美惠子 96・0653 八井谷・大野・黒田

藤岡 和男 96・0436 口大谷・中大谷・大笹

西村 功 96・0925 高坂・池ケ平・和池・森脇

山本 徹 96・0566 宿・日影・作山

田渕 悠
や す よ

代 95・0433 和田・長板・丸味・小城

田中 眞
まさのり

德 95・0600 熊波・柤岡

野村 紘
こういち

一 95・0377 入江・川会

向谷 みつ子 95・0057 和佐父・高津・長須

田中 みどり 95・0302 味取・原

北村 登 95・1123 長瀬・山田・境

上田 薫 96・0935 主任児童委員（村岡区担当）

中村 規
の り こ

子 95・0620 主任児童委員（村岡区担当）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

みんな集まれ！

山陰海岸ジオパーク

●問い合わせ先　役場観光商工課

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）
に
加
盟
し
た
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
（
前
月
号
で
紹
介
）。
こ
の
加
盟
で
さ
ら
に
勢
い
を
増
し
た
町
内

の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
同
コ
ー
ナ
ー
。

　

今
回
は
、
香
美
町
の
自
然
が
育
ん
だ
「
但
馬
牛
」
と
ジ
オ
パ
ー
ク
と
の
つ

な
が
り
や
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

但
馬
牛
は
、
但
馬
を
発
祥
と
し
て
兵
庫
県
下

で
生
育
さ
れ
た
黒
毛
和
種
を
指
し
、
松
坂
牛
な

ど
国
内
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
血
統

で
す
。
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
平
安
時
代
に

は
す
で
に
農
耕
や
運
搬
、
食
用
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
し
た
。

　

１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
る
村
岡
区
、

小
代
区
は
、
深
い
谷
が
入
り
組
ん
だ
複
雑
な
地

形
を
し
て
い
ま
す
。
昔
は
道
路
が
整
備
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
峠
を
越
え
て
牛
を
交
配
さ

せ
る
こ
と
が
困
難
で
、
結
果
、
近
隣
で
の
交
配

が
繰
り
返
さ
れ
、
特
色
あ
る
形
質
が
固
定
さ
れ

ま
し
た
（
閉
鎖
育
種
）。

　

こ
の
う
ち
、
血
筋
が
明
ら
か
で
同
じ
血
統
に
属
す
る
牛
を
「
蔓つ

る
う
し牛

」
と
呼
び
、

市
場
で
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
農
耕
牛
か
ら
肉
用
牛
と
そ
の
役
割
を
変
え
た

現
代
で
も
、
但
馬
牛
は
他
の
血
統
を
入
れ
ず
、「
資
質
、
品
位
、
遺
伝
能
力
の

強
さ
」
を
守
り
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
但
馬
牛
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
自
然
環

境
も
、
そ
の
優
秀
な
血
統
に
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

① 

険
し
い
山
で
の
放
牧
（
足
腰
の
強
い
健
康
な
牛
） 

②
多
様
な
気
候
で
育
つ
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
（
豊
富
な
え
さ
）

③ 

冬
の
厳
し
さ
（
寒
さ
に
耐
え
て
静
か
に
過
ご
す
た
め
、
体
全
体
に
細
い
脂
肪

「
サ
シ
」
が
入
る
）

　

香
美
町
独
特
の
地
形
が
生
ん
だ
閉
鎖
育
種
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
そ
し
て
人
々

の
牛
へ
の
愛
情
が
、
但
馬
牛
の
血
統
を
守
り
伝
え
て
い
ま
す
。

但
馬
牛
を

ジ
オ
ジ
オ
っ
て
み
よ
う
！

但
馬
牛
の
歴
史
を
さ
ら
に
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
１
冊

　

兵
庫
県
を
代
表
す
る
種
雄
牛
「
照
長
土
井
」
の
生
産
者
、
長
岡
直
美
（
村
岡

区
黒
田
）
さ
ん
が
、
照
長
土
井
の
誕
生
か
ら
現
役
引
退
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

そ
れ
に
関
わ
っ
た
多
く
の
人
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
「
照
長
土
井
物
語
」。

　

照
長
土
井
は
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
年
）
に
誕
生
。
２
０
０
２
年
（
平
成
14

年
）
に
引
退
す
る
ま
で
に
多
く
の
子
を
残
し
、
今
も
県
内
の
母
牛
の
約
２
割
は

照
長
土
井
の
血
統
で
す
。

　

但
馬
牛
の
生
産
農
家
の
暮
ら
し
が
よ
く
分

か
る
ほ
か
、
但
馬
の
地
形
と
風
土
が
生
み
だ

し
た
但
馬
牛
の
伝
統
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

Ａ
５
判
、
64
ペ
ー
ジ
。
購
入
方
法
な
ど
は

香
美
町
村
岡
観
光
協
会
（
℡
０
７
９
６
・
94
・

０
１
２
３
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

気
軽
に
「
ジ
オ
」
を
学
び
ま
せ
ん
か
！

　

地
形
が
生
み
出
し
た
文
化
や
産
業
も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
要
素
の
一
つ
。
そ
ん
な

知
識
を
楽
し
く
学
べ
る
「
ジ
オ
カ
フ
ェ
」
が
こ
の
た
び
開
店
し
ま
す
。

　

第
１
弾
は
、
江
戸
〜
明
治
時
代
、
日
本
海
を
舞
台
に
活
躍
し
た
「
北
前
船
」
で
、

講
師
に
北
前
船
研
究
家
の
安
本
恭
二
さ
ん
（
新
温
泉
町
諸
寄
）
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で
一
緒
に
日
本
海
の
交
易
の
歴
史

を
た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
２
０
０

円
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
開
催
日
の
前
日

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

●
と
き
、
と
こ
ろ

　

２
月
15
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

30
分
、
香
住
文
化
会
館

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

香
美
町
海
の
文
化
館 

今
井

　

（
℡
０
７
９
６
・
36
・
４
６
７
１
）

ジ
オ
カ
フ
ェ 

de 

北
前
船
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

香
美
町
の
高
齢
者
の
状
況

　

町
内
の
高
齢
者
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

平
成
22
年
３
月
時
点
で
、
高
齢
化
率
31
・

８
％
、
３
人
に
１
人
は
高
齢
者
で
、
県
下
で

も
上
位
に
位
置
し
ま
す
。

　

た
だ
長
生
き
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
何

歳
に
な
っ
て
も
、
ふ
る
さ
と
で
「
元
気
は
つ

ら
つ
」
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
！

ど
ん
な
こ
と
が
大
切
な
の
？

　

65
歳
以
上
の
死
亡
原
因
と
要
介
護
原
因
を

見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
割
合
が
大
き
く
異
な
り

ま
す
（
下
図
）。

　

死
亡
原
因
で
は
、
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
血

管
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
よ
る
も
の
が

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
要
介
護
原
因
で

は
認
知
症
や
関
節
疾
患
、
転
倒
・
骨
折
な
ど

加
齢
に
伴
う
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
特
に
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
で
そ
の

割
合
が
高
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

死
亡
原
因
の
一
つ
で
あ
る
生
活
習
慣
病
を

予
防
し
て
「
長
生
き
」
が
で
き
て
も
、
元
気

で
な
け
れ
ば
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予

防
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
号
で
は
、
誰
で
も
で
き
る
介
護
予
防
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

介
護
に
関
す
る
こ
と
や
健
康
づ
く
り
、
ま

た
福
祉
医
療
な
ど
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

賢
い
消
費
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

賢
い
消
費
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

＜消費生活相談窓口＞

●役場消費生活相談窓口（役場町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）

●たじま消費者ホットライン

　℡ 0796・23・1999

※相談無料で秘密は厳守 !!

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
課
内
）

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
０
０
４
（
直
通
）

消
費
生
活
相
談

通
信

い

き
い
き

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
！

認知症 14.4％認知症 14.4％

高齢による高齢による
衰弱 14.3％衰弱 14.3％

関節疾患関節疾患
12.4％12.4％

心臓病4.5％心臓病4.5％

その他その他
23.1％23.1％

転倒・骨折転倒・骨折
9.8％9.8％

脳血管疾患脳血管疾患
21.5％21.5％

◇要介護原因

死亡原因と要介護原因

◇死亡原因

心臓病 16.7％心臓病 16.7％

脳血管疾患脳血管疾患
12.2％12.2％

肺炎 11.5％肺炎 11.5％

その他 27.8％その他 27.8％

消化器疾患消化器疾患
3.3％3.3％

がん 28.5％がん 28.5％

厚生労働省 人口動態統計、国民生活基礎調査（平成 19 年）

　

前
号
で
は
「
過
払
い
金
」
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
な
ぜ

過
払
い
金
が
発
生
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
そ
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る

「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
」
に
つ
い
て
ご

説
明
し
ま
す
。

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
っ
て
？

　

お
金
を
借
り
た
場
合
の
利
息
は
「
出

資
法
」
と
「
利
息
制
限
法
」
の
２
つ

の
法
律
で
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
出
資
法
で
は
29
・
２
％
、
利
息
制

限
法
で
は
借
り
入
れ
金
額
に
応
じ
て
15

〜
20
％
が
上
限
利
息
で
す
。

　

こ
の
金
利
の
差
の
部
分
を
「
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
」
と
い
い
ま
す
（
左
図
）。

　

金
融
業
者
が
出
資
法
の
上
限
金
利
で

あ
る
29
・
２
％
を
超
え
る
利
息
を
借
入

者
に
課
す
こ
と
は
、
出
資
法
で
刑
事
罰

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
金
利
未
満
で
、
か
つ

利
息
制
限
法
で
定
め
ら
れ
た
上
限
を
超

え
て
も
処
罰
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
多

く
の
金
融
業
者
が
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で
貸

し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
す
で
に
支
払
い
済
み
の

過
剰
な
返
済
金
か
ら
、
利
息
制
限
法
で

定
め
ら
れ
た
金
利
で
再
計
算
し
た
返
済

額
を
差
し
引
い
た
額
が
過
払
い
金
と
な

り
、
金
融
業
者
に
返
還
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

過
払
い
金
は
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
！

武
富
士
の
過
払
い
金
請
求
に
つ
い
て

　

過
払
い
金
請
求
期
限
は
2
月
28
日
で

す
。
自
分
で
名
乗
り
を
挙
げ
、
手
続
き

し
な
い
と
過
払
い
金
は
戻
り
ま
せ
ん
。

　

「
も
し
か
す
る
と
自
分
は
該
当
す
る

の
で
は
」
と
思
う
人
は
で
き
る
だ
け
早

く
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

元本

金利

100 万円10万円

15.0％

18.0％
20.0％

29.2％ 出資法の
上限金利

利息制限法の
上限金利

＜グレーゾーン金利＞
（支払う必要なし）

無効・刑事罰対象

上限金利とグレーゾーン



広報 ふるさと香美 2011.1 － 10

まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

冬
期
間
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航

●
問
い
合
わ
せ
先　

美
方
広
域
消
防
本
部　

℡
０
７
９
６
・
92
・
０
１
１
９

　

公
立
豊
岡
病
院
に
配
備
さ
れ
た
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
運
航
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
９
ヵ
月
が

た
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
５
日
か
ら
は
、
天
候
不

良
な
ど
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
で
き
な
い

場
合
の
補
完
と
し
て
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運

行
も
始
ま
り
、
救
急
患
者
の
早
期
救
命
医
療

や
早
期
搬
送
は
も
と
よ
り
、
救
命
率
の
向
上

や
後
遺
症
の
軽
減
な
ど
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

冬
期
間
の
運
航
に
つ
い
て

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
冬
期
間
も
毎
日
運
航

し
、
お
お
む
ね
午
前
８
時
30
分
か
ら
日
没
30

分
前
ま
で
出
動
し
ま
す
。
た
だ
し
、
有
視
界

飛
行
の
た
め
降
雪
な
ど
の
天
候
不
良
時
は
飛

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
冬
期
間
は
、
離
着
陸
場
に
積
雪
が

あ
る
と
着
陸
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

冬
期
間
の
離
着
陸
場
の
確
保

　

積
雪
時
に
お
い
て
も
、
よ
り
迅
速
に
救
急

患
者
の
早
期
搬
送
が
で
き
る
よ
う
、
離
着
陸

場
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
の
指
定
離
着
陸
場
28
ヵ
所
の

う
ち
、
次
の
５
ヵ
所
を
除
雪
し
、
離
着
陸
場

の
確
保
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

場所
香住区 但馬漁業協同組合駐車場（香住漁港東港）

村岡区

スカイバレイ福岡駐車場

全但バス置き場駐車場（村岡バス置き場）

射添地区浄化センター北側空き地
小代区 広井多目的山村広場

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
ド
ク
タ
ー

カ
ー
の
行
う
救
急
患
者
の
救
命
お

よ
び
早
期
搬
送
に
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
ご
協
力
を
！

　

冬
期
間
は
、
離
着
陸
時
に
雪
が
舞
い
上
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・ 

安
全
確
保
の
た
め
、
離
着
陸
場
付
近
に
は

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・ 

付
近
住
民
の
方
は
、窓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

※ 緊急時には上記以外の場所に離着陸する場合が
あります。

積雪時における離着陸場

大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
！

香
美
町
地
域
医
療
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
開
催

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

 

役
場
健
康
課
（
地
域
医
療
対
策
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

未
就
学
児
ま
で
の
保
護
者
や
家
族
を
対
象

に
「
こ
ど
も
の
救
急
に
つ
い
て 

〜
こ
ん
な

と
き
ど
う
す
る
〜
」
と
題
し
て
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
発
熱
な
ど
急
病
時
に
よ
く
あ
る

症
状
と
そ
の
対
処
法
、
医
療
機
関
の
受
診
方

法
な
ど
に
つ
い
て
医
師
が
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

　

・
１
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
　

香
住
文
化
会
館

　

・
１
月
29
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
　

小
代
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
セ
ン
タ
ー

※ 

村
岡
区
で
は
す
で
に

実
施
済
み
で
す
。

皆
さ
ん
で
一
緒
に
「
地
域
医
療
」
を
考
え
ま
し
ょ
う
！

香
美
町
の
医
療
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
（
地
域
医
療
対
策
室
）

と
き
、
と
こ
ろ

　

２
月
11
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

香
住
区
中
央
公
民
館

内
容

　

【
基
調
講
演
】

　
　

 「
橋
を
架
け
よ
う 

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域

医
療
を
育
て
る
会
の
取
り
組
み
〜
」

　
　

（
同
会
理
事
長 

藤
本
晴
枝
講
師
）

　

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

　
　

「
地
域
医
療
に
つ
い
て
意
見
交
換
」

　
　

（
町
民
、
医
療
機
関
、
行
政
の
各
代
表
）

　

全
国
的
に
地
域
医
療
の
直
面
す
る
課
題
が

深
刻
化
す
る
な
か
、
香
美
町
に
お
い
て
も
、

医
師
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
厳
し
い
現
状
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　

医
療
や
医
師
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
、
医
療
機
関
、
行
政
が
そ
れ
ぞ

れ
の
共
通
認
識
の
も
と
で
地
域
医
療
を
考
え

る
機
会
と
し
て
「
香
美
町
の
医
療
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
で
一
緒

に
地
域
医
療
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

厚生労働大臣表彰

　母子保健家族計画事業功労

　　小代区愛育班

第 56回全国里親大会 優良里親表彰

　阪本 芳
よ し み ち

道、順子（村岡区和田）

全国民生委員・児童委員連合会

　永年勤続表彰（在職 17年以上）

　　田村 英
え い こ

子（小代区貫田）

　　森 千佳子（香住区若松）

　　岡田 市松（村岡区村岡）

　永年勤続退任表彰（在職 15年以上）

　　岡田 市松（村岡区村岡）

　　岸 輝彦（村岡区柤岡）

兵庫県技能顕功賞

　西村 純
す み お

男（金属製建具製造工、村岡区村岡）

　越中 隆司（木製建具製造工、香住区鎧）

　林本 嘉宣（杜氏、小代区神場）

　小林 壽
と し あ き

明（杜氏、村岡区神坂）

第 36回兵庫県きのこ祭品評会 兵庫県知事賞

　田中 芳
よ し い ち

一（乾しいたけの部、村岡区大糠）

 おめでとうございます

 町内から表彰受賞者がありました
（敬称略）

　第 18 回香美町ジャンボひ

まわりコンクールのジャンボ

の部で１位となった後垣晶一

さん（香住区大谷）が、「ジャ

ンボひまわりコンテスト」（Ｎ

ＰＯ法人ひまわりの夢企画、

人と防災未来センター共催）

で念願の優勝を果たしました。

　このコンテストは毎年開催されており、今回が 13回

目。全国から 145 件の応募があり、優勝した後垣さん

の記録は 6.51 ｍ。同コンテスト歴代 2位の記録で、後

垣さん自身はジャンボひまわりを育て始めてから５年

目となります。4年前はわずかな差で全国２位となり、

その悔しさをバネに栽培技術を磨いて今回の快挙を達

成しました。

　町のコンクールでは 1 本の長さを競うジャンボの

部で 4回、5本平均の長さを競うファイブの部で 3回、

多輪の部では 1回の優勝実績を持つ後垣さん。今年は

6.41 ｍの記録で優勝しましたが、ひまわりはその後も

成長を続けたため、昨年 8月下旬に再度計測しました。

　今後もジャンボひまわりの挑戦を続けていきたいと

意欲を見せる後垣さん。「ひまわり作りを通して、人の

輪を広げていきたい。ジャンボひまわりの町として広

くＰＲできるよう、町の一層の取り組みも期待したい」

と語ってくれました。

 ジャンボひまわりコンテスト

後垣さんが日本一に！
 第 12回米・食味分析鑑定コンクール国際大会

村岡米が 2年ぶりに金賞！
　米のおいしさを競う「第 12 回米・食味分析鑑定コ

ンクール国際大会」（米・食味鑑定士協会主催）が昨年

11 月 20、21 日に島根県松江市で行われ、出品 2,844

点の中からＪＡたじま村岡米生産組合（西田英喜組合

長、16人）の中村博さん（村岡区市原）と宅見邦雄さ

ん（同区柤岡）が最高位となる総合部門の金賞を、田

中敬二さん（同区板仕野）が特別優秀賞を獲得しました。

　同コンクールは米のおいしさの指標となる水分やた

んぱく質などの成分検査や、香り、粘り、食感、味な

どの審査を通して、出品された米をあらゆる角度から

評価し、食味の優劣を競うもの。村岡米は第 8回（平

成 18 年）から第 10 回（平成 20 年）大会まで連続し

て金賞を受賞していましたが、前回は惜しくも金賞を

逃していました。

　昨年 12 月 17 日、ＪＡたじま村岡総合営農生活セ

ンターで行われた報告会で、今回受賞した３人は「皆

さんに支えられた結果、受賞できて大変うれしいで

す。来年も受賞できるよう米作りに励んでいくととも

に、村岡が日本一おいしい米の産地であることを広く

ＰＲしていきたい」と喜びを語ってくれました。

　豊かな自然と生産者のたゆまぬ努力ではぐくまれた

村岡米。これからのさらなる躍進が期待されます。

▲左から田中さん、中村さん（写真は妻の優子さん）、宅見さん

交通死亡事故ゼロ 300 日達成！

　平成 21年 11 月 22 日から平成 22年 9月 18 日まで

の 300 日間にわたり町内で交通死亡事故が発生してい

ないとして、香美町が兵庫県交通安全対策委員会から

交通安全功労表彰を受賞し、昨年 11 月 22 日、役場で

表彰状の伝達が行われました。

　表彰状を伝達された長瀬町長は

「警察や関係団体と連携し、今後も

交通事故防止に努めていきたい」と

語りました。

　今後も交通マナーの遵守に町民

の皆さんのご協力をお願いします。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 

芸 

か 

み

小
代
俳
句
教
室

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属

　

の
各
団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

目
の
ま
え
に
後
の
祭
り
や
猪し

し

の
畑は

た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

美
千
代

校
庭
に
落
葉
の
は
し
る
日
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田 

ま
ち
子

雪
囲 

相
棒
の
手
は
当
て
に
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中な

か

に

わ庭 

正
江

荒
海
よ
り
戻
る
長ち

ょ

う

し子
や
待
つ
柩

ひ
つ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

富
美
代

冬
に
入
る
水
の
直
立
一
本
滝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

捷し

ょ

う

こ子

せ
こ
蟹
の
甲
羅
を
は
ず
す
冬
茜

あ
か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保 

祈
い
の
り

蹄
ひ
づ
め

跡
こ
こ
よ
り
不
明
枯
野
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

選
者　

尾
崎 

龍
し
げ
み

平
成
23
年
度
保
育
所
（
園
）
園
児
募
集

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
福
祉
課
、
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

各
保
育
所
（
園
）
で
は
、
５
歳
児
ま
で
（
小
学
校
に
入
る

ま
で
）
の
お
子
さ
ん
を
保
育
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
時
間
は
通
常
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す

が
、
早
朝
や
夕
方
の
延
長
保
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
業
や
介
護
な
ど
ご
家
庭
で
お
子
さ
ん
を
保
育
で
き
な
い

場
合
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
（
定
員
）

　

各
保
育
所
（
園
）
の
募
集
人
数
（
定
員
）
は
左
表
の
と
お

り
で
す
（
電
話
番
号
の
市
外
局
番
は
０
７
９
６
）。

施設名 定員数 電話番号

柴山保育所 45人 37・0352

みなと保育園 90人 36・1053

青葉保育園 90人 36・3135

福岡保育所 30人 96・0240

宝樹保育園 45人 98・1234

どんぐり保育園 30人 95・0044

小代認定こども園 50人 97・2039

※ 小代認定こども園は 1歳以上（平成 23 年 4 月 1 日現在）のお子
さんを対象とします。

各保育所（園）の募集人数

保
育
料
（
参
考
）

　

各
保
育
所
（
園
）
の
平
成
22
年
度
の
保
育
料
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

各月初日の階層区分 徴収金基準額（月額）
階層 定義 ３歳未満児 ３歳以上児

第１ 生活保護法による被保護世帯 0円 0円

第２
第 1･4･5･6･7
階層を除き、
前年度分の所
得の市町村民
税額の区分

市町村民税
非課税世帯 7,200 円 4,800 円

第３ 市町村民税
課税世帯 16,500 円 14,000 円

第４

第 1階層を除
き、前年分の
所得税額の区
分（住宅取得
等特別控除は
反映しない）

 40,000 円未満 22,500 円 20,200 円

第５ 40,000 円以上
103,000 円未満 28,900 円 26,900 円

第６ 103,000 円以上
413,000 円未満 33,500 円 31,900 円

第７ 413,000 円以上 36,000 円 34,600 円

平成 22 年度保育料（参考）
申
し
込
み
方
法
な
ど

　

役
場
ま
た
は
各
地
域
局
に
備
え
付
け
の
入
所
申
込
書
な
ど

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
１
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

※ 

期
限
後
も
申
し
込
み
は
可
能
で
す
が
、
入
所
決
定
が
遅

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
23
年
４
月
以
降

も
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

※ 

保
護
者
の
都
合
に
よ
り
町
外
の
保
育
園
を
希
望
す
る
場

合
は
、
右
記
の
申
込
期
限
に
関
わ
ら
ず
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 22年 12 月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
ジ
オ
パ
ー
ク
、
合

併
５
周
年
、
余
部
橋
り
ょ
う
、

な
ど
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
少
し
で

も
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い

言
葉
で
お
伝
え
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※このコーナーは、先月（11/22 ～ 12/17）の届出分の内、
　承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（11/22 ～ 12/17）の届出分の内、
　承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

災
害
時
の
応
援
体
制
、
よ
り
強
固
に
！

香
住
建
築
業
協
同
組
合
と
災
害
時
の
応
援
協
定
を
締
結
（
11
月
25
日
、役
場
本
庁
舎
）

　

町
と
香
住
建
築
業
協
同
組
合
（
田
村
高
春
理
事
長
、
19
者
加
盟
）
と
の

間
で
、「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
応
援
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
、
町
の
要
請
を

受
け
て
緊
急
人
命
救
助
や
道
路
交
通
確
保
の
た
め
の
障
害
物
の
除
却
作
業
、

土
の
う
や
囲
い
な
ど
の
設
置
作
業
、
緊
急
物
資
や
仮
設
備
の
運
搬
配
送
作

業
な
ど
で
協
力
を
い
た
だ
き
、
町
が
行
う
災
害
応
急
対
策
を
円
滑
に
行
う

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

田
村
理
事
長
は
「
町
の
役
に
立
て
れ
ば
と
協
定
締
結
を
申
し
出
ま
し
た
。

災
害
時
に
は
業
者
に
呼
び
か
け
て
協
力
し
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

▲協定書押印後、握手を交わす長瀬町長と田村理事長

　

香
住
一
中
の
２
年
生
、
１
３
４
人
が
製
作

し
た
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
「
鷹
の
巣
島

（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
島
）」
と
「
か
え
る
島
」
の

二
面
壁
画
が
、
昨
年
12
月
２
日
か
ら
香
美
町

海
の
文
化
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
壁
画
は
高
さ
１
・
８
ｍ
、
幅
４
ｍ
で
、

紙
で
作
っ
た
１
辺
１
㎝
の
三
角
柱
を
敷
き
詰

め
て
、
表
の
２
面
に
左
右
で
絵
柄
が
変
わ
る

よ
う
に
色
紙
を
張
っ
た
も
の
で
、
眺
め
る
方

向
に
よ
っ
て
違
う
絵
柄
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
同
中
学
校
の
文
化
祭
で
出
展
す
る
た

め
に
11
月
１
日
か
ら
12
日
の
放
課
後
な
ど
を

利
用
し
て
生
徒
が
製
作
し
ま
し
た
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
を
祝
っ
て
製
作
さ
れ

た
こ
の
大
作
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

左
右
で
違
う
絵
柄
！

ジ
オ
パ
ー
ク
二
面
壁
画

（
12
月
２
日
〜
、
香
美
町
海
の
文
化
館
）

▲右側から見ると「かえる島」

　

村
岡
産
自
然
薯
の
お
い
し
さ
を
町
内
外
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
行
わ
れ
た

こ
の
祭
り
。
自
然
薯
の
栽
培
普
及
と
販
売
の
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
農
産

物
直
売
グ
ル
ー
プ
が
主
催
し
、
３
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
で
は

自
然
薯
入
り
み
そ
汁
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
直
売
な
ど
も
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
重
さ
２
５
０
ｇ
の
自
然
薯
を
ど
れ
だ

け
早
く
す
り
お
ろ
せ
る
か
を
競
う
「
全
日
本
自
然
薯
す
り
お
ろ
し
競
争
」
に

は
、
町
内
外
か
ら
10
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
ぬ
る
ぬ
る
し
て
つ
か
み
に
く
い
自

然
薯
を
相
手
に
悪
戦
苦
闘
す
る
参
加
者
に
対
し
て
、
会
場
か
ら
は
惜
し
み
な

い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
井
上
友と

も

じ治
さ
ん
（
伊
丹
市
）
の
タ
イ
ム
は
43
秒
。「
香
住
で
カ

ニ
を
食
べ
た
帰
り
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
世
話
に
な
っ
て
い
る
家

内
の
手
伝
い
に
な
れ
ば
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
優
勝
で
き
て
大
変
う
れ
し

い
で
す
」
と
賞
品
の
自
然
薯
を
片
手
に
、
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ほ
か
と
は
違
う
ぞ
、
こ
の
粘
り
！

自じ
ね
ん
じ
ょ

然
薯
ま
つ
り
と
全
日
本
自
然
薯
す
り
お
ろ
し
競
争
（
11
月
28
日
、
道
の
駅 

村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
）

▲つかみにくい自然薯に悪戦苦闘
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地
域
高
規
格
道
路
「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」
の
一
部

区
間
で
あ
る
「
余
部
道
路
」
が
完
成
し
、
盛
大
に
開
通
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

余
部
道
路
は
、
香
住
区
森
と
同
区
余
部
を
結
ぶ
全
長
５
・

３
㎞
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
、
平
成
12
年
度
か
ら
兵
庫

県
が
整
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
総
事
業
費
は
約
２
２
６

億
円
。
船
越
ト
ン
ネ
ル
（
２
９
８
３
・
５
ｍ
）
な
ど
３
つ
の

ト
ン
ネ
ル
と
油
良
高
架
橋
（
４
９
１
・
７
ｍ
）
な
ど
７
つ
の

橋
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
約

９
割
程
度
を
占
め
ま
す
。
従
来
に
比
べ
、
距
離
で
約
２
㎞
、

所
要
時
間
で
約
６
分
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
カ
ー
ブ

や
急
勾
配
が
多
く
、
特
に
積
雪
時
に
は
交
通
の
難
所
で
あ
っ

た
既
存
の
道
路
に
比
べ
、
安
全
性
や
利
便
性
が
格
段
に
向
上

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
通
式
に
は
、
関
係
自
治
体
の
代
表
者
や
地
元
選
出
国
会

議
員
、
地
権
者
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
１
８
０
人
が
出
席
。

冒
頭
、
井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
は
「
こ
の
道
路
は
、
今
年
８
月
に
供
用
開
始
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
余
部

橋
り
ょ
う
と
と
も
に
日
本
海
時
代
の
幕
開
け
を
担
う
重
要
な
も
の
。
必
ず
や
こ
の
地
域
の
発
展
に

貢
献
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

長
瀬
町
長
は
「
移
動
時
間
の
短
縮
だ
け
で
な
く
、
救
急
搬
送
、

災
害
時
の
緊
急
輸
送
、
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
産
業
の
振

興
な
ど
で
大
い
に
役
に
立
つ
道
路
と
な
る
。
開
通
を
機
に
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
地
域
発
展
に
努
力
し
た

い
」
と
道
路
に
対
す
る
期
待
と
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
な
か
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
や
く
す
玉
割
り
、
万
歳
三
唱
で
開
通
を
祝
っ
た
後
、
車
両
約

30
台
が
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
真
新
し
い
道
路
を
走
り
抜
け
ま
し

た
。

　

こ
の
余
部
道
路
は
、
す
で
に
完
成
し
て
い
る
香
住
道
路
（
全

長
６
・
２
㎞
）
と
つ
な
が
り
、
香
美
町
の
日
本
海
側
の
基
幹
道

路
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

日
本
海
側
の
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
、
着
々
と
！

余
部
道
路
開
通
式
（
12
月
12
日
、
香
住
Ｉ
Ｃ
周
辺
）

▲テープカットを行う関係者

▲テープカット後に行われたパレード

▲左側から見ると「鷹の巣島（インディアン島）」

知
事
の
書
を
展
示

（
10
月
22
日
〜
、
役
場
本
庁
舎
）

　

昨
年
10
月
17
日
に
開
催
し
た
香
美
町
合
併
５

周
年
記
念
式
典
で
披
露
し
た
「
旧
二
本
松
藩

戒か

い

せ

き

め

い

ひ

石
銘
碑
」
の
書
を
役
場
本
庁
舎
１
階
の
農
林
水

産
課
近
く
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
香
美
町
の
合
併
を
祝
っ
て
井
戸
敏
三

兵
庫
県
知
事
が
書
に
し
た
た
め
た
も
の
で
「
お
前

の
棒
給
（
給
料
）
は
民
が
脂
汗
し
て
働
い
た
も
の

よ
り
得
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
民
を
虐

し
い
た

げ

る
と
、
き
っ
と
天
罰
が
あ
る
ぞ
」
と
い
う
意
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。



役場各課など

主な施設の連絡先

役場本庁舎　36・1111
　　　　　　(代表 )
　総 務 課　36・1111
　企 画 課　36・1962
　税 務 課　36・1113
　会 計 課　36・4321
　町 民 課　36・1110
　健 康 課　36・1114
　福 祉 課　36・1964
　農林水産課　36・0846
　観光商工課　36・3355
　建 設 課　36・1961
　上下水道課　36・0420
　議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321
　　　　　　(代表 )　
小代地域局　97・3111
　　　　　　(代表 )　
　地域振興課　97・3370
　健康福祉課　97・3375
　農林建設課　97・3373

教育委員会　94・0101
　香住分室　36・3764
　小代分室　97・3966

公立香住病院　36・1166
公立村岡病院　94・0111
香住地域福祉センター
　　　　　   36・4345
香住老人福祉センター
　　　　　　36・5008
村岡老人福祉センター
　　　　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター
　　　　　　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。
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画
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まちのうごき

（平成 22 年 12 月 1 日現在）

合　計　20,957 人（－  32）

　男　　 9,981 人（－  14）

　女　　10,976 人（－  18）

世帯数  6,896 世帯（＋   3）

カッコ内は前月比

第
８
回

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

新
年
、
最
初
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
現
在
、
文
化
庁
な
ど
の
補
助
を

受
け
て
修
復
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
黒
野
神
社
（
村
岡
区
村
岡
）
所
蔵

の
掛
け
軸
「
絹
本
著
色
釈
迦
十
六
善
神
像
」
で
す
。

　

漢
字
ば
か
り
11
字
も
続
い
て
何
や
ら
難
し
そ
う
で
す
が
、
こ
の
名
前

か
ら
掛
け
軸
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
分
か
り
ま
す
。
ま
ず
「
絹け

ん

ぽ

ん本
」
で

す
が
、
こ
れ
は
絹
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
紙
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
を
「
紙し

ほ

ん本
」
と
呼
び
ま
す
。
さ
て
、
次
の

「
著

ち
ゃ
く
し
ょ
く色

」
で
す
が
、
こ
れ
は
多
く
の
色
が
使
わ
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
色

彩
豊
か
に
カ
ラ
ー
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
カ
ラ
ー
で
は

な
く
墨
で
描
か
れ
た
も
の
を
「
墨ぼ

く

が画
」、
淡
い
色
合
い
で
描
か
れ
た
も

の
を
「
淡た

ん

さ

い彩
」
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
次
の
「
釈し

ゃ

か

じ

ゅ

う

ろ

く

ぜ

ん

し

ん

ぞ

う

迦
十
六
善
神
像
」
は
何

が
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
表
し
て
い
て
、
釈
迦
と
16
体
の
善
神
が
描
か

れ
て
い
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

こ
の
掛
け
軸
、
描
か
れ
た
の
は
鎌
倉
時
代

後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
と
さ
れ
、
鎌
倉
時
代

以
降
に
全
国
的
に
盛
ん
に
な
っ
た
大だ

い

は

ん

に

ゃ

え

般
若
会

の
本
尊
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

大
般
若
会
と
は
西
遊
記
で
有
名
な
玄げ

ん

じ

ょ

う

さ

ん

ぞ

う

奘
三
蔵

が
イ
ン
ド
か
ら
持
ち
帰
っ
た
大
般
若
経
と
い

う
仏
教
の
経
典
を
読
む
宗
教
儀
式
で
す
。

　

掛
け
軸
の
中
心
に
は
、
黄
金
色
に
輝
く

釈し

ゃ

か

に

ょ

ら

い

迦
如
来
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
釈
迦

如
来
、
よ
く
見
る
と
金
色
の
細
い
線
で
模
様

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
截き

り

か

ね金
と
呼
ば

れ
る
技
法
で
、
金
箔
を
細
く
切
っ
て
線
に
し
、

絵
の
上
に
貼
り
付
け
た
も
の
で
す
。
そ
の
釈

黒
野
神
社
所
蔵

迦
の
下
、
左
右
に
10
体
ず
つ
善
神
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
掛
け
軸
の
名
前
か
ら
16
体
の
善
神
が
描
か
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
４

体
多
い
で
す
ね
。
こ
の
４
体
は
、
常じ

ょ

う

た

い

ぼ

さ

つ

啼
菩
薩
、
法ほ

う

ゆ

う

ぼ

さ

つ

涌
菩
薩
、
そ
し
て
一

番
右
下
に
は
笈お

い

と
い
わ
れ
る
箱
を
背
負
っ
た
玄
奘
三
蔵
、
そ
し
て
一
番

左
下
に
は
、
真
っ
赤
な
体
で
ド
ク
ロ
の
胸
飾
り
を
し
た
深し

ん

じ

ゃ

だ

い

し

ょ

う

沙
大
将
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
深
沙
大
将
は
玄
奘
三
蔵
が
イ
ン
ド
に
経
典
を
取
り
に

行
く
途
中
に
砂
の
中
か
ら
現
れ
て
三
蔵
法
師
を
守
っ
た
と
い
わ
れ
、
西

遊
記
に
登
場
す
る
「
沙さ

ご

じ

ょ

う

悟
浄
」
の
原
型
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

善
神
た
ち
の
体
の
色
は
絹
の
裏
か
ら
描
か
れ
て
お
り
、
表
か
ら
は
細
か

い
縁
取
り
や
模
様
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
掛
け
軸
は
、
黒
野
神
社
の
宝
と
し
て
大
切
に
さ
れ
「
晴
れ
た
日

以
外
は
外
に
出
し
て
は
い
け
な
い
」
な
ど
徹
底
し
た
保
存
管
理
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
時
期
に
描
か
れ
た
絵
と
比
較
し
て
も
、

大
変
良
い
状
態
を
保
っ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
傷
み
が
ひ
ど
く
な
っ

た
こ
と
を
受
け
て
、
昨
年
８
月
か
ら
京
都
国
立
博
物
館
の
文
化
財
修
理

所
で
修
復
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
修
復
作
業
は
、
絵
の
描
か
れ
て
い
る

絹
を
裏
か
ら
支
え
て
い
る
紙
を
少
し
ず
つ
は
が
し
て
新
し
い
紙
に
交
換

し
、
ま
た
表
面
の
絹
の
補
修
を
行
う
も
の
で
す
。
一
見
簡
単
そ
う
で
す

が
、
古
く
な
っ
た
紙
の
繊
維
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
と
細
か
い
作
業
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

作
業
に
は
約
２
年
の
月
日
を
費
や
し
、
黒
野
神
社
に
帰
っ
て
く
る
の
は

平
成
24
年
３
月
頃
の
予
定
で
す
。

　

関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
守
り
引
き
継
が
れ
て
き
た
「
絹
本
著
色
釈

迦
十
六
善
神
像
」。
修
復
に
よ
っ
て
力
強
さ
を
取
り
戻
し
た
こ
の
掛
け

軸
を
大
切
に
し
、
将
来
に
残
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

絹
け

ん

ぽ

ん本
著

ち

ゃ

く

し

ょ

く色
釈

し

ゃ

か

じ

ゅ

う

ろ

く

ぜ

ん

し

ん

ぞ

う

迦
十
六
善
神
像

国
指
定
重
要
文
化
財


